
７月20日　白沢ふるさとまつり（道の駅｢白沢｣・おまつり広場）

今月の主な内容

森林文化都市沼田

■介護保険料、長寿医療制度■２－３

■税金、狭あい道路■４－５

■恒久平和、防災訓練■６－７

■玉原高原イベント情報、中央公民館教養教室■８－９

Numata City Public Relations

http ://city.numata.gunma.jp/

熱いぞ、白沢の夏！

白沢町の夏を彩る一大イベント
｢白沢ふるさとまつり｣。町内７地区
から大人みこし８基、子どもみこし
６基が勢揃い。二荒太鼓と津軽三味
線の演奏と相まって、会場は大変な
熱気に包まれました。



平
成
十
九
年
分
の
所
得
が
確
定
し

今
年
度
の
所
得
段
階
別
保
険
料(

年

額)

が
算
定
さ
れ
ま
し
た(

別
表
１)

。

介
護
保
険
料
の
仮
算
定
は
、
前
年

度
の
所
得
段
階
を
基
に
算
定
し
た
額

を
賦
課
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
算
定
は
、
年
額
が
確
定

し
た
後
に
、
仮
算
定
額
を
差
し
引
い

た
残
り
を
賦
課
し
ま
す
。

※
仮
算
定
と
本
算
定
で
は
、
納
期
ご

と
の
介
護
保
険
料
額
に
差
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す(

別
表
２)

第
一
号
被
保
険
者(

六
十
五
歳
以

上
の
人)

の
介
護
保
険
料
の
納
入
方

法
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
天
引
き)

社
会
保
険
庁
な
ど
の
指
定
に
よ
り

年
金
か
ら
直
接
納
め
る
方
法
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
や
退
職
年
金
、
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
を
年
間

十
八
万
円
以
上
受
給
し
て
い
る
人

●
普
通
徴
収(

口
座
振
替
・
直
払
い)

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ
り

金
融
機
関
な
ど
で
直
接
納
め
る
方
法

で
す
。

※
社
会
保
険
庁
な
ど
が
指
定
す
る
以

外
の
人
。
年
度
途
中
に
六
十
五
歳

に
到
達
、
ま
た
は
転
入
し
た
人

介
護
保
険
は
、
介
護
の
必
要
な
人

を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
も
な
く

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
費
用
を

一
時
的
に
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
保
険
給
付
の
支
払
い
が
一

時
差
し
止
め
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
未
納
期
間
は
給

付
額
減
額
期
間
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

普
通
徴
収
の
人
に
は
、
安
全
で
確

実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
確
認
の

上
、
金
融
機
関
な
ど
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
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広報ぬまた 平成20年８月１日

納
付
方
法

納
め
な
い
で
い
る
と

口
座
振
替
が
便
利

平
成
20
年
度

介
護
保
険
料
が
確
定

介
護
保
険
料
は
、
世
帯
や
本
人
の
所
得
の
状
況
に
よ
り
六
段
階
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
保
険
料(

年
額)

を
年
六
回
の

納
期
に
振
り
分
け
て
納
め
ま
す
。

高
齢
福
祉
課
　
　
　

介
護
保
険
係
　
　
　

1
内
線
７
７
２
５
３

別表１ 所得段階別保険料額(年額)

※今年度の保険料額の特例

平成17年度税制改正(高齢者の非課税限度額の廃止)に伴う、市

民税非課税から課税への移行により所得段階が上昇する人につ

いては、その急激な負担の上昇を抑えるために、軽減措置され

ることがあります

別表２ 仮算定と本算定

※特別徴収の第３期は、仮算定と本算定の差額を少なくするため

変更することがあります

所得段階 対　　象　　者 金額

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

20,800円

20,800円

31,200円

41,700円

52,100円

62,500円

生活保護受給者、または老齢福祉年金受給

者で世帯全員が市民税非課税の場合

世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円以下の場合

世帯全員が市民税非課税で、上記に該当し

ない場合

本人が市民税非課税の場合(世帯に市民税課

税者がいる) 

本人が市民税課税で合計所得金額が200万

円未満の場合

本人が市民税課税で合計所得金額が200万

円以上の場合

期別

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

普通徴収普通徴収

仮算定 前年度の年額を６

で割った金額

本算定 確定した年額－仮

算定額を４で割った金額

仮算定 前年度の第６期と

同額

本算定 確定した年額－仮

算定額を３で割った金額

特別徴収



今
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人
は
、
年
金
か
ら
の

お
支
払
い
、
普
通
徴
収
の
人
で
八
月

分
が
あ
る
人
は
、
送
付
さ
れ
た
納
入

通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
十
月
分

以
降
の
納
入
通
知
書
は
、
各
納
期
限

の
十
日
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
今
年
度
は
、
制
度
初
年
度
の
た
め

す
で
に
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
以
外
は
４
回(

８
月
か
ら)

、
ま

た
は
３
回(

10
月
か
ら)

で
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す(

通
常
は
６
回)

次
に
該
当
す
る
人
は
、
今
年
度
の

保
険
料
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
の
人
は
一

律
8.5
割
に
軽
減
割
合
が
拡
大
さ
れ

ま
す

②
賦
課
の
基
と
な
る
所
得
金
額(

昨

年
中
の
所
得
か
ら
33
万
円
を
差
し

引
い
た
額)

が
58
万
円
以
下
の
人

は
所
得
割
額
が
一
律
５
割
軽
減
に

な
り
ま
す

特
別
徴
収
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
で
口
座
振
替
の
手
続

き
後
、「
本
人
控
え
」を
市
民
課
国
保

係
へ
提
出
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
を
確
実
に
納
付

し
て
い
た
人(

本
人)

が
口
座
振
替

で
納
付
す
る
場
合

②
年
金
収
入
が
180
万
円
未
満
の
人
で

そ
の
世
帯
主
、
ま
た
は
配
偶
者
の

口
座
か
ら
振
り
替
え
に
よ
り
納
付

す
る
場
合

※
保
険
料
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

※
支
払
い
方
法
の
変
更
が
確
認
で
き

る
ま
で
に
一
定
の
期
間
が
必
要
な

た
め
、
変
更
時
期
は
、
申
し
込
み

の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

3 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
入

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

軽
減
割
合
を
拡
大
し
ま
す

保
険
料
の
支
払
い
方
法
が
変
更

で
き
ま
す

保
険
料
の
支
払
い
方
法
や
軽
減
割
合
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
２
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児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当児童扶養手当
次のいずれかに該当する児童が満18歳の３月31日(障

害がある場合は20歳になる日)までの間、その児童を養

育している母、または養育している人に支給されます。

①父母の離婚後、父と生計が別

②父が死亡

③父に一定の障害がある

④父の生死が不明である

⑤父から１年以上遺棄されて

⑥父が１年以上拘禁されてい

⑦未婚の母の子

⑧父母ともに不明

■受けられない人
①母や養育者、児童などが公的年金を受給している

②児童が、児童福祉施設に入所か里親に預けられている

③児童が、母の配偶者に養育されている

※平成15年４月１日までに、離婚などから５年経過し

ているときは、受給資格がありません

■手当の額
対象児童が１人の場合は月額41,720円、２人目は

5,000円、３人目以降は１人につき3,000円が加算され

ます。

※所得が一定額以上ある場合には、手当の一部、または

全部が支給停止となります

■制度改正について
今年４月から、手当受給開始５年、または離婚などか

ら７年経過したときに、就労状況や就労困難事由につい

ての届け出が必要となりました。対象者には、通知を送

付しますので、必ず届け出をお願いします。

■現況届を忘れずに
該当者には通知を送付しますので、期間内に手続きを

してください。

期間 ８月１日(金)～29日(金)※土・日曜日を除く

とき・ところ
●８月11日(月)～15日(金) 午前８時30分～午後７時
東原庁舎２階会議室

●上記以外の日 午前８時30分～午後５時15分

東原庁舎１階社会福祉課

※白沢町・利根町管内の人は、８月14日(木)と15日

(金)の午前８時30分から午後５時15分まで、各町振

興局市民課で手続きができます

※届け出をしないと８月以降の手当が受けられません

詳しいことは、社会福祉課子育て支援係1内線７７２

５８へ。
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市
税
は
、
納
税
窓
口
や
金
融
機
関

だ
け
で
な
く
、
郵
便
局
と
コ
ン
ビ
ニ

で
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

納
付
の
た
び
に
出
掛
け
る
必
要
が

な
く
、
安
全
で
確
実
に
納
税
で
き
ま

す
。
金
融
機
関
や
郵
便
局
に
振
替
依

頼
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
通

帳
と
届
け
出
印
を
持
参
し
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
名
義
人
と
納
税
義
務
者
が
異

な
る
と
き
は
、
納
税
義
務
者
の
認

め
印
も
必
要
で
す

平
日
の
納
税
が
難
し
い
人
は
、
毎

月
一
回
、
日
曜
日
に
開
設
し
て
い
る

休
日
納
税
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
月
以
降
の
日
程
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。
開
設
時
間
は
、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
場
所

は
、本
庁
舎
一
階
税
務
課
窓
口
で
す
。

※
税
の
納
付
と
相
談
に
限
り
ま
す

市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
に
は
、
督

促
状
や
催
告
書
の
送
付
、
訪
問
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納

税
の
意
志
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は

法
律
に
基
づ
い
て
調
査
し
、
差
し
押

さ
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
は
、
下
表
の
と
お

り
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
し
た
。

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
し
て

税
に
充
て
る
た
め
、
昨
年
、
十
二
月

に
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。
陶
器
や

書
画
な
ど
二
十
五
点
を
出
品
し
、
こ

の
う
ち
の
十
五
点
が
落
札
さ
れ
約
三

十
九
万
円
を
収
納
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

月
一
回
は
日
曜
日
で
も

滞
納
処
分
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

安
全
・
確
実
な

口
座
振
替
が
便
利
で
す

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

税
務
課
徴
収
対
策
室
1
内
線
３
１
４
０

税
金
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
施
設
整
備
や
教
育
、
福
祉
事
業
の
充
実
な
ど
の
た
め
に
大
切
な

市
民
共
有
の
財
産
で
す
。
必
ず
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

休日窓口日程表
月　　日

８月17日(日)
９月21日(日)
10月19日(日)
11月16日(日)
12月14日(日)
１月18日(日)
２月15日(日)
３月15日(日)

自動車の差し押さえも実施するため｢タイヤロック｣を導
入しました。
今後は、関係機関で差し押さえの登録を行い、タイヤロ
ックで運行を制限し、それでも税金が完納されない場合に
は、インターネット公売などで売却します。

タイヤロックを導入しました

平成19年度差し押さえ実績

区　　分

差し押さえ件数

滞納金額

収納件数

収納金額

14件

19,191,112円

0件

0円

1件

1,426,100円

4件

395,029円

81件

55,173,165円

66件

11,476,425円

4件

4,119,500円

0件

0円

100件

79,909,877円

70件

11,871,454円

不 動 産 動　　産 債権(給料など) 無体財産権(出資金など) 合　　計

※収納件数・金額は、昨年度以前に差し押さえていたものも含む



建
築
基
準
法
で
は
、
幅
員
四
メ
ー

ト
ル
未
満
の
狭
い
道
路(

二
項
道
路)

に
接
す
る
敷
地
に
建
物
を
建
築
す
る

場
合
に
は
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
後
退(
水
路
な
ど
が
あ
る

場
合
は
後
退
方
法
が
異
な
り
ま
す)

し
た
位
置
を
道
路
の
境
界
線(

後
退

線)

と
見
な
し
、
建
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
の
説
明
図
の
と
お
り
、
後
退
線

と
現
在
の
道
路
境
界
線
と
の
間
の
土

地
を
「
後
退
用
地
」
と
し
、
そ
の
部

分
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し
て
市
に
寄
付
し
て
い
た

だ
き
、
市
が
道
路
と
し
て
整
備
し
管

理
し
て
い
く
事
業
を
行
い
ま
す
。

「
後
退
用
地
」を
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
に
は
、
そ
の
面
積
に
応
じ

て
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、「
す
み
切
り
用
地
」の
寄
付

に
つ
い
て
も
同
様
に
報
奨
金
を
交
付

し
ま
す
。

十
月
一
日
以
降
に
、
狭
あ
い
道
路

に
接
し
て
建
築
行
為
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
建
築
確
認
申
請
を
提
出
す

る
前
に
、
建
設
課
建
築
室
ま
で
後
退

用
地
の
取
り
扱
い
に
関
す
る「
事
前

協
議
」の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

10月１日から

狭あい道路拡幅整備事業
を実施します

建設課建築室1内線４２１６

「
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
要
綱
」を
10
月
１
日
か
ら
施
行

こ
の
事
業
は
、
幅
員
の
狭
い
生
活
道
路
を
拡
幅
す
る
こ
と
で
、
日

照
や
通
風
の
確
保
な
ど
の
良
好
な
住
環
境
の
保
持
や
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
経
路
お
よ
び
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行

の
確
保
、
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
な
ど
、
重
要
な
機
能
を
満
た
す
道
路

の
整
備
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

報奨金一覧表

区　　　　分

後退用地

すみ切り用地

20㎡以下の面積

20㎡を超え40㎡以下の面積

40㎡を超える面積

１カ所

20,000円

40,000円

60,000円

20,000円

報奨金

建築確認申請の審査業務を開始

現在、県沼田土木事務所で行っている、住宅
などを建築する場合に必要な確認申請の審査業
務の一部を、10月１日(水)から、市が行うこ
とになります。
市が取り扱うものは、都市計画区域内の次の
ような項目です。
①建築基準法第６条第１項第４号に掲げる建築
物(主に木造２階建て住宅)の建築確認、中間
検査、完了検査
②建築基準法第42条第１項第５号に関する道
路の位置指定
③建築基準法第６条第１項第４号建築物で、建
設リサイクル法に基づく届け出(都市計画区
域外を除く)
詳しいことは、建設課建築室1内線４２１６、
または県沼田土木事務所建築係1○24５５１１へ。

説明図

■用語解説
●狭あい道路 建築基準法第42条第２項の規定を受け
る1.8ｍ以上４ｍ未満の道路(２項道路)
●後退線 中心線から水平距離２ｍ後退した線
●後退用地 境界線と後退線との間にある土地
●すみ切り用地 道路が交差、接続、または屈折する
個所(内角が120度以上を除く)で、角地の隅角を挟
む辺の長さを２ｍとする二等辺三角形の土地



昭
和
二
十(

一
九
四
五)
年
八
月
に

広
島
市
・
長
崎
市
へ
の
原
子
爆
弾
投

下
に
よ
り
、
数
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が

二
度
と
地
球
上
で
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
両
市
は
世
界
に

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
の
運
動
に
よ
り
、
昭
和
五

十
七
年
六
月
に「
平
和
市
長
会
議
」が

設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
、
世
界
百
三

十
カ
国
・
地
域
の
二
千
三
百
十
七
都

市
が
加
盟
し
て
い
ま
す(

六
月
三
十

日
現
在)

。

6

広報ぬまた 平成20年８月１日

平
和
市
長
会
議
と
は

市
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
に「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
、
平
成
十
八
年
五
月
に「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
」に

加
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
三
月
に
は
、「
平
和
市
長
会
議
」に
加
入

し
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
平
和
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

平和祈念の黙とうを

戦争で亡くなった人たちのご冥福と、世界の
恒久平和を祈念して、１分間の黙とうをささげ
ましょう。
※次の時間にサイレンを吹鳴します。また、白
沢町と利根町管内では、防災行政無線で放送
を行います。
●広島原爆投下 ８月６日(水)午前８時15分
●長崎原爆投下 ８月９日(土)午前11時２分
●戦没者追悼 ８月15日(金)正午

核兵器廃絶平和都市宣言

私たち沼田市民は、何よりも大切な平和を守り、
人間性豊かなまちづくりを目指しています。
しかし、今もなお核兵器は、私たちにとって深
刻な脅威となっています。
私たちは、すべての核兵器の速やかな廃絶を求
め、真の永久平和が実現することを願い、ここに
｢核兵器廃絶平和都市｣を宣言します。

今年３月、｢平和市長会議｣に加入

恒久平和の実現を願って
総務課行政係1内線３２１２

今
年
の
梅
雨
は
平

年
以
上
の
降
雨
を
記

録
し
、
利
根
沼
田
地

域
で
は
、
大
雨
洪
水

警
報
が
四
回
も
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
幸
い

に
も
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
台
風
の
発
生
件

数
も
六
件
と
平
年
に

比
べ
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

今
月
は
、
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
台
風
の
進
路
と

風
の
強
さ
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

台
風
は
、
巨
大
な
空
気
の
渦
巻
き

で
す
。
地
上
付
近
で
は
中
心
に
向
か

っ
て
反
時
計
回
り
に
強
い
風
が
吹
き

込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
進
行

方
向
に
向
か
っ
て
右(

東
側)

の
半
円

で
は
、
中
心
に
吹
き
込
む
風
と
台
風

を
移
動
さ
せ
る
風
が
同
じ
方
向
に
吹

く
た
め
、
風
が
強
く
な
り
ま
す(

危

険
半
円)

。
逆
に
左(

西
側)

の
半
円
で

は
、
吹
き
込
む
風
と
移
動
さ
せ
る
風

が
逆
方
向
に
な
る
の
で
、
右
半
分
に

比
べ
る
と
風
速
は
少
し
小
さ
く
な
り

ま
す(

可
航
半
円)

。

過
去
の
台
風
の
風
速
分
布
を
右
半

分
と
左
半
分
と
に
分
け
て
み
る
と
中

心
を
挟
ん
で
両
側
で
風
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
右
半
円
で
は
、
中

心
か
ら
約
五
十
か
ら
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
所
が
、
最
も
風
が
強
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
む
沼
田
市
で
最

も
強
い
風
が
吹
く
と
思
わ
れ
る
台
風

の
コ
ー
ス
は
、
遠
州
灘
付
近
か
ら
上

陸
し
、
台
風
の
中
心
が
中
央
自
動
車

道
や
長
野
自
動
車
道
、
上
信
越
自
動

車
道
付
近
を
北
上
す
る
コ
ー
ス
が
最

も
危
険
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
天
気
予
報
を
気
に

掛
け
、
台
風
が
近
づ
き
そ
う
な
と
き

に
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
、
最
新
の
情
報
を
収

集
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

防
災
⑦

い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立
つ

防
災
豆
知
識「
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災

意
識
が
大
切
で
す
」



日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
多

発
国
で
す
。
六
月
に
は「
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
」が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
で
梅
雨
の
暴
雨
に
よ
る

大
き
な
災
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
、
自
然
現

象
そ
の
も
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り

と
し
た
心
構
え
と
具
体
的
な
安
全
対

策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
地
震
に
備
え
る

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
地
震
が
発
生
し
て
も
適
切

な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
、
安
全
対

策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
の
内
外
の
安
全
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
建
物
の
老
朽
度
な
ど
の
安
全
性
を

点
検
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
補
強
処

置
や
専
門
家
に
相
談
す
る

▽
家
具
や
電
気
製
品
は
金
具
で
固
定

し
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

▽
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
な
ど
に
は
な

る
べ
く
家
具
を
置
か
な
い

▽
棚
の
上
の
物
な
ど
は
、
落
下
し
な

い
よ
う
に
ロ
ー
プ
で
固
定
す
る

▽
塀
や
石
垣
、
門
柱
な
ど
を
点
検
し

問
題
個
所
は
修
理
・
補
強
す
る

■
風
水
害
に
備
え
る

台
風
は
気
象
情
報
な
ど
で
、
そ
の

時
期
や
雨
量
、
風
速
な
ど
の
予
測
が

で
き
事
前
の
安
全
対
策
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
集
中
豪
雨
は
短
時
間
で
局

地
的
に
多
量
の
雨
が
降
り
、
被
害
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
突

然
の
気
象
変
化
で
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
的
確
な
予
報
が
難
し
く

雨
の
降
り
方
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
特
に
山
間
部
や
傾
斜
地
な

ど
で
は
、
早
め
に
避
難
態
勢
を
取
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

●
備
え
の
ポ
イ
ン
ト

▽
気
象
情
報
を
よ
く
聞
く

▽
家
の
周
り
の
点
検
や
修
理
、
補
強

を
行
い
、
植
木
鉢
な
ど
は
固
定
す

る
か
家
屋
内
に
移
動
す
る

▽
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
す
る

▽
避
難
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し
品

を
点
検
す
る

■
避
難
の
心
得

警
察
や
消
防
関
係
者
な
ど
か
ら
指

示
が
あ
っ
た
と
き
や
、
周
囲
の
状
況

な
ど
か
ら
避
難
の
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
と
き
に
は
、
お
互
い
に
協
力

し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
事
前
に
避
難
コ
ー
ス
の
下

見
を
し
、
危
険
な
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

▽
火
の
元
を
確
認
す
る

▽
避
難
先
の
メ
モ
を
残
す

▽
安
全
な
服
装
を
身
に
付
け
る

▽
荷
物
は
必
要
最
小
限
に
す
る

▽
必
ず
、
徒
歩
で
避
難
す
る

▽
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
手
は
し
っ

か
り
と
握
る

▽
狭
い
道
や
塀
際
、
崖
や
川
べ
り
な

ど
は
な
る
べ
く
避
け
る

▽
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。
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防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

市では、地域防災計画に基づき、学校
区を単位として地域防災訓練を実施して
います。今年は白沢地区を対象に実施し
ます。
この訓練は、地域住民の皆さんの参加
による実践的な訓練を行い、いざという
ときの適切な対応と防災意識の高揚を図
ることを目的としています。
とき ８月31日(日)午前８時30分
ところ 白沢中学校
住民が行う訓練内容 避難(誘導)訓練、避
難テント設営訓練、初期消火訓練、応急
手当訓練、炊出し訓練など
また、中央消防署や地元消防団などに
よる救出救助や消火訓練、防災用品・消
防車両の展示、記念撮影も行いますので
皆さんの参加をお願いします。
※訓練当日は、サイレン音などの騒音が
予想されますが、ご理解とご協力をお
願いします

総務課消防防災係1内線３３６２
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国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一
定

期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
り
引

き
に
な
り
ま
す
。

六
カ
月
分
の
保
険
料
を
現
金
で
前

納
す
る
場
合
は
七
百
円
、
口
座
振
替

で
前
納
す
る
場
合
は
九
百
八
十
円
が

毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合
に
比
べ
て

割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

現
金
で
の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」に

付
い
て
い
る
下
期
の
納
付
書(

平
成

二
十
年
十
月
分
〜
平
成
二
十
一
年
三

月
分)

を
使
用
し
て
、
十
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
八
月
末
日
ま
で
に
金

融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
に
は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②
預

貯
金
通
帳
届
出
印
、
③
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の(

年
金
手
帳
、
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
な
ど)

を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は

還
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す(

一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
除
く)

。
土
・
日
曜
日
や

夜
間
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ-

Ｅ
ａ
ｓ
ｙ(

ペ
イ

ジ
ー)

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
納
付

書
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
三
月
分
の

国
民
年
金
保
険
料
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

支
払
い
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。
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ふるさと沼田の物産展
とき ８月９日(土)・10日(日)・16日(土)・17日(日)

午前９時～午後４時

ところ たんばらラベン

ダーパーク駐車場

○沼田の特産品販売

○伝統工芸士による実演

｢沼田桐下駄｣

商工観光課商業振興係1内線３２５２

たんばらラベンダーパーク
たんばらラベンダーパー
クでは、さまざまなイベン
トを用意して８月31日(日)
まで営業しています。
最新イベント情報は、た
んばらラベンダーパークの
ホームページhttp://www.t
ambara.co.jp/でご確認の
上、お出掛けください。

商工観光課観光リゾート係1内線３２５４

親と子の木工広場(無料)
とき ８月17日(日)午前９時～正午
※８時30分受け付け開始
ところ たんばらラベンダ
ーパーク駐車場
※角材やくぎなど、材料は
用意してありますが、工
作道具は持参してくださ
い。電動工具は使えませ
ん。荒天の場合は会場で材料を差し上げます

商工観光課工業振興係1内線３２５５

玉原高原
イベント情報

口
座
振
替
が
お
得
で
す

コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
で
き
ま
す



9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

と
き

９
月
１
日
か
ら
来
年
１
月

13
日
ま
で
の
月
曜
日
ま
た
は
火

曜
日(

全
10
回)

午
後
２
時
〜
４
時

定
員

10
人

講
師

沼
田
茶
道
会

村
上
輝
子
さ
ん

教
材
費

実
費

と
き

９
月
４
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日(

全
５
回)

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

定
員

20
人

講
師

�
澤
妙
子
さ
ん

教
材
費

実
費

と
き

９
月
９
日
か
ら
来
年
１
月

13
日
ま
で
の
火
曜
日(

全
８
回)

午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員

15
人

講
師

田
島
智
恵
子
さ
ん

教
材
費

実
費

と
き

９
月
17
日
か
ら
来
年
１
月
21

日
ま
で
の
水
曜
日(

全
８
回)

午
後

２
時
〜
４
時
　

定
員

20
人

講
師

長
田
清
さ
ん

教
材
費

実
費

と
き

９
月
19
日
か
ら
来
年
１
月
30

日
ま
で
の
金
曜
日(

全
６
回)

午
後

７
時
〜
８
時
30
分

定
員

15
人

講
師

星
野
八
重
子
さ
ん

教
材
費

実
費

と
き

９
月
25
日
か
ら
11
月
20
日
ま

で
の
木
曜
日(

全
８
回)
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　

定
員

20
人

講
師

矢
島
淑
江
さ
ん

教
材
費

実
費

茶
道
教
室

和
服
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

花
あ
そ
び
教
室

太
極
拳
教
室

絵
手
紙
教
室

ヨ
ガ
教
室
〜
中
級
編
〜

中
央
公
民
館
教
養
教
室

中
央
公
民
館
で
は
、
九
月
か
ら
始
ま
る
教
養
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
人

受
講
料

無
料(

教
材
費
に
つ
い
て
は
実
費
負
担)

申
し
込
み

８
月
11
日(

月)
か
ら
15
日(

金)

ま
で
に
電
話(

1

０
１
４
３)

、

ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
先
着
順
で
定
員
に

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

「
あ
ま
り
何
か
に
積
極
的
に
挑
戦
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
自

分
を
変
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
応

募
し
た
の
が
ミ
ス
沼
田
に
な
っ
た
き

っ
か
け
で
す
ね
。
一
年
間
の
活
動
で

自
分
の
意
見
や
考
え
方
な
ど
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
話
す
石

井
さ
ん
。
七
月
ま
で
第
十
三
代
ミ
ス

沼
田
と
し
て
活
躍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
沼
田
の

魅
力
を
各
方
面
に
紹
介
し
て
き
た
。

「
一
年
間
で
約
二
十
回
く
ら
い
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
ど
こ

で
も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
沼
田
の
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
も
知
る
こ
と
が
で

石井 美帆さん（横塚町）

第13代ミス沼田（2007年）

第
17
回

き
て
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

先
月
、
開
催
さ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
新
し
い
ミ
ス
沼
田
三
人
が
選
ば

れ
、
一
年
間
の
大
役
を
終
え
た
。

「
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
仲
良
く

笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。
わ
た
し
自
身
は
、
こ
の
貴
重
な

経
験
を
生
か
し
て
、
何
か
沼
田
の
役
に

立
て
る
こ
と
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
」

一
年
間
、
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第38回沼田市民体育大会
体育課1○24９４４４

体育課1○24９４４４

市
民
体
育
大
会
が
八
月
十
日(

日)

に
開
催

さ
れ
る
水
泳
の
部
を
皮
切
り
に
、
九
月
七
日

(

日)

ま
で
、
十
五
競
技
・
十
八
種
目
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
十
月
十
二
日(

日)

に
開
催

さ
れ
る
市
民
大
運
動
会
と
合
わ
せ
て
、
市
内

十
支
部
対
抗
で
行
わ
れ
る
総
合
体
育
大
会
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
と
、
熱
い
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

９
月
７
日(
日)
午
前
８
時
20
分
開
会

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

◎
総
合
開
会
式

市民体育大会競技(種目)一覧

スポーツ教室の参加者を募集します

市民体育館では、初心者でも安心して受講できる

スポーツ教室を開催しています。ぜひ、参加してみ

ませんか。

申し込みは、受講料(保険料)を添えて、体育課(市

民体育館内)1○24９４４４、白沢町教育支所1○53２２
９１、利根町教育支所1○53２１１１へ。

種目

水泳

ソフトテニス

ゲートボール

バスケットボール

(一般男子)

野球

ソフトボール

(一般男子・女子)

サッカー

バレーボール

(一般男子・女子)

バレーボール

(ミセス)

卓球

剣道

柔道

バドミントン

テニス

8月10日(日)

8月31日(日)

8月31日(日)

8月31日(日)

9月 7日(日)

8月31日(日)

9月 7日(日)

8月31日(日)

9月 7日(日)

8月31日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9月 7日(日)

9:30

9:00

9:30

9:30

9:00

13:00

9:30

9:00

9:30

9:00

9:00

9:30

9:30

9:30

9:00

9:00

市民プール

沼田公園テニスコート

十王公園グラウンド

沼田中学校体育館

市運動公園野球場

沼田公園野球場

市運動公園野球場

およびサブグラウンド

沼田中学校校庭

市運動公園陸上競技場

市民体育館

沼田東中学校

薄根中学校体育館

沼田武道場

沼小講堂記念体育館

沼田南中学校体育館

沼田公園テニスコート

弓道
フェンシング

8月31日(日)
9月 7日(日)

9:00
9:00

白沢弓道場
沼田東小学校体育館

期日 開始時間 会場
◎得点競技(種目)

◎オープン競技

各種スポーツ教室
教室名

卓球教室

ソフトテニス教室

屋外テニス教室

9月2日～11月11日
毎週火曜日(8回)
9月4日～11月6日
毎週木曜日(10回)
9月4日～11月6日
毎週木曜日(10回)

2,300円
(保険料含む)
2,500円
(保険料含む)
1,500円
(保険料)

桑原弘さん
長南秀雄さん
加藤公子さん
須田和子さん
太田あや子さん
小池信一郎さん

8月29日(金)

9月2日(火)

9月2日(火)

午前10時～
11時30分

市民体育館 40人

50人
沼田公園
テニスコート

月日 時間 場所 定員 受講料 講師 申し込み締切
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勤労青少年体育センタースポーツ教室 受
講
生
を
募
集
し
ま
す

体育センター(白岩町)では勤労者とその世帯の家族をはじめ、一般市民の健康増進を目的に、

スポーツ教室を開催します。

受講料 無料

時間 各教室とも、午前10時～11時30分

申し込み ８月６日(水)から26日(火)の午前９時から午後８時までに勤労青少年ホームへ

※土・日曜日、祝日は除く

問い合わせ 勤労青少年ホーム1○24０１３５

勤労青少年ホーム教養講座・スポーツ教室
勤労青少年ホームでは、後期教養講座とスポーツ教室の受講生を募集します。

対象 市内に在住、または在勤の30歳未満の青少年(定員に満たない場合は年齢を問いません)

受講料 無料(教材費は、受講者負担)

時間 各講座・教室とも、午後７時～９時

申し込み ８月６日(水)から26日(火)の午前９時から午後８時までに教材費を添えて勤労青少年

ホームへ(傷害保険は任意加入となりました)

問い合わせ 勤労青少年ホーム1○24０１３５

◎勤労青少年体育センタースポーツ教室

◎勤労青少年ホーム教養講座・スポーツ教室

※印は、新規の人のみ教材費が必要となります

曜日
月

火

木

金

ダンベル体操

ソフトエアロビクス

卓球
テニス
中国式健康体操

9月 8日～12月 8日

9月 9日～11月18日

9月 4日～10月23日
9月12日～11月14日
9月12日～11月14日

10回

10回

8回
10回
10回

60人

50人

30人
20人
20人

塩野明美さん
うすねニュースポーツクラブ
横坂留美さん
本多加代子さん
戸丸基雄さん
阿部昌一さん

講座・教室名 月日 回数 定員 講師

曜日
月
火

水

木

金

パドルテニス
英会話初級
ワンプレートクッキング

バドミントン

フラダンス
韓国語
ヨガ

テニス

書道
中国語
ビーズアクセサリー
お菓子作り

いきいきエアロビック

シルバーアクセサリー
英会話中級

卓球

9月 1日～12月22日
9月 2日～12月16日
9月 9日～11月18日

9月 2日～12月16日

9月 2日～11月11日
9月 3日～12月10日
9月10日～12月10日

9月 3日～12月10日

9月 4日～12月11日
9月 4日～12月11日
9月 4日～10月 9日
11月 6日～12月18日

9月 4日～11月 6日

9月 5日～10月24日
9月 5日～11月21日

9月 5日～12月12日

13回
15回
7回

15回

10回
15回
8回

15回

15回
15回
6回
5回

10回

8回
12回

15回

20人
15人
15人

20人

20人
15人
30人

20人

15人
15人
15人
10人

30人

6人
15人

30人

※500円
※210円
5,000円

※500円

なし
※1,575円
※1,050円

1,000円

500円
※210円
4,000円
4,200円

なし

2,800円
なし

300円

嶋田光男さん
石坂緑さん
石垣恵美さん
沼田バドミントンクラブ
志賀英一さん
小林はつ江さん
堀貴代さん
�澤妙子さん
沼田テニス協会
東宮邦夫さん
戸丸香堂さん
阿部昌一さん
小川恵子さん
金井喜美江さん
うすねニュースポーツクラブ
小野里順子さん
橋本明彦さん
ランドル・ドーナさん
沼田利根卓球協会
風間忠さん

講座・教室名 月日 回数 定員 教材費 講師



家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に

目
を
向
け
る
と
、
心
の
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
人
と

触
れ
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
で
す
。

初
級
講
座
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
的
な
理
論
や
技
法
・
家
庭
教

育
の
あ
り
方
を
学
び
、
よ
り
よ
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

下
表
の
と
お
り(

10
回)

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

ほ
か

定
員

15
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
実
費)

講
師

利
根
沼
田
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
会
員

修
了
証

日
程
の
７
割
以
上
を
受
講

し
た
人
に
、
修
了
証
を
授
与

※
修
了
者
は
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
主
催
の
指
導
者
養
成
講
座
の
受

講
資
格
が
得
ら
れ
ま
す

申
し
込
み

８
月
20
日(

水)

ま
で
に

電
話
で
、
社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ
▽
沼
田
ラ
イ
ダ
ー

ス
ク
ラ
ブ(

西
倉
内
町)→

四
万
九
千

百
三
十
八
円
▽
上
州
神
輿
愛
好
会
凰

燕
会(

戸
神
町)→

五
万
円
▽
沼
田
社

交
ダ
ン
ス
研
究
会(

馬
喰
町)→

六
万

円
▽
沼
田
市
立
薄
根
中
学
校(

善
桂

寺
町)→

プ
ラ
ン
タ
ー
十
個
▽
沼
田

市
邦
楽
協
会(

鍛
冶
町)→

十
万
五
千

二
百
二
十
九
円
▽
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

か
れ
ん
生
徒
会(

上
沼
須
町)→

十
万

円
▽
高
井
照
重(

利
根
町)→

十
万
円

▽
沼
田
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会(

下

久
屋
町)→

一
万
円
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市
基
幹
型
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
介
護
予
防
教
室
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
平
成
十
四
年
に
地
域
で
の

生
き
が
い
活
動
を
行
う
た
め
に
、

参
加
者
の
有
志
が
集
ま
り
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
会
で
は
、「
み
ん
な
で

手
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
」と
、
仲

良
く
お
茶
飲
み
を
し
な
が
ら
、
毎

年
行
わ
れ
る
文
化
祭
に
向
け
て
、

手
芸
を
中
心
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な

作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
作

品
づ
く
り
の
後
に
は
、
タ
オ
ル
を

使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ダ

ン
ベ
ル
体
操
も
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
日
は
特
に
決
め
て
い
ま
せ
ん

が
年
に
四
回
ほ
ど
愛
宕
会
館
に
集

ま
り
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

坊新田町
寿サークル
会員数40人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

181

参
加
し
ま
せ
ん
か

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

篤
　
志

開講式・オリエンテーション
「子どもの心を育てる」

「親子関係を学ぶ」
閉講式

「グループエンカウンター・人間関係づくり」

「子どもの心を理解する（その考え方と進め方）」

「心の問題の理解と援助」

「カウンセリングの考え方・進め方」

「カウンセリング実習」

「カウンセリング実習」

「自分の心を知る」

「子育て支援を考える」

9月2日（火）

9月9日（火）

9月16日（火）

9月30日（火）

10月7日（火）

10月14日（火）

10月21日（火）

10月28日（火）

11月4日（火）

11月11日（火）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

回 期　　日 講　座　内　容

家庭教育カウンセリング初級講座日程

※時間は、いずれも午後7時～9時



省
エ
ネ
改
修

住
宅
の
省
エ
ネ
化
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
た
住
宅

は
、
固
定
資
産
税
が
一
年
間
減
額
さ

れ
ま
す
。

要
件

①
平
成
20
年
１
月
１
日
に
存
在
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
が
行

わ
れ
た
も
の

③
対
象
と
な
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
で

あ
る
こ
と

・
必
須

窓
の
改
修(

複
層
ガ
ラ
ス

化
な
ど)

・
そ
の
他

床
、
天
井
ま
た
は
壁
の

断
熱
改
修(

外
気
と
接
す
る
も
の

に
限
る)

※
い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

④
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
が
30

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

⑤
改
修
後
の
家
屋
の
種
類
が
住
宅
で

あ
る
こ
と(

併
用
住
宅
は
、
居
住

部
分
が
二
分
の
一
以
上
あ
る
場
合

に
、
住
宅
部
分
の
み
対
象
と
な
り

ま
す)

減
税
額

翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
、
住
宅
一
戸
当
た
り
百
二
十
平
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
が
三
分
の
一
減
額
さ

れ
ま
す
。

そ
の
他
の
改
修

既
設
の
減
額
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

○
耐
震
改
修

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

な
ど
を
要
件
に
、
固
定
資
産
税
が
一

定
期
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
は
、
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
対
象
と
な
る

改
修
工
事(

床
の
段
差
解
消
な
ど)

を

行
う
こ
と
な
ど
を
要
件
に
、
固
定
資

産
税
が
一
年
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
賃
貸
住
宅
は
適

用
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
減
額
が

重
複
す
る
場
合
は
適
用
と
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す

対
象
と
な
る
改
修
を
行
い
、
減
額

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。

13 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

夏
真
っ
盛
り
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
日
に
は
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご

み
が
多
量
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
生
ご

み
は
水
切
り
を
徹
底
す
る
だ
け
で
減

量
で
き
、
清
掃
工
場
で
の
焼
却
効
率

が
上
が
り
ま
す
。
衛
生
面
で
も
生
ご

み
特
有
の
腐
敗
臭
が
出
に
く
く
な
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
も
生

ご
み
を
減
ら
せ
ま
す
。

●
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

使
っ
て「
た
い
肥
化
」す
る

●
生
ご
み
処
理
機
を
使
い「
減
容
化
」

す
る

※
市
環
境
保
健
協
議
会
で
は
こ
れ
ら

の
購
入
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す

一
番
大
切
な
の
は
生
ご
み
を
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
必
要

以
上
の
も
の
を
買
わ
な
い
、
作
り
過

ぎ
な
い
、
食
べ
残
さ
な
い
な
ど
ご
み

の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
・
７
７

３
７
４
へ
。

生ごみを出すにもひと工夫！

近
年
、
攻
撃
性
の
強
い
ス
ズ
メ
バ

チ
に
よ
る
刺
傷
被
害
が
増
加
し
、
生

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
事
例
が
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
環
境
保
健
協
議
会
で
は
、
刺
傷

被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

駆
除
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
交
付
の
対
象
と
条
件

・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

住
し
て
い
る
人

・
一
般
住
宅
お
よ
び
そ
の
敷
地
内

・
専
門
の
駆
除
業
者
に
依
頼
し
た
も

の
○
助
成
金
額

・
駆
除
料
金
の
二
分
の
一(

限
度
額
一

万
円)

詳
し
い
こ
と
は
、
市
環
境
保
健
協

議
会
事
務
局(
生
活
課
廃
棄
物
対
策

係)

1
内
線
７
７
３
７
３
・
７
７
３

７
４
へ
。

｢蜂の巣駆除｣助成制度

住宅改修に伴う固定資産税の減額制度



市
で
は
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
21
検
討
会
議
を
設
置
し

て
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
に
か
か
わ
る

三
井
生
命
㈱
資
産
分
の
寄
付
の
受
け

入
れ
の
是
非
や
寄
付
を
受
け
入
れ
た

場
合
の
利
活
用
方
策
な
ど
の
意
見
や

提
言
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
21
に
か
か
わ
る
懇
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
会
場
、
時
間
帯
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
開
始
･
終
了
時
間
は
厳
守
し
ま
す

●
８
月
20
日(

水)

午
後
７
時
〜
８
時

30
分
、
池
田
公
民
館

●
８
月
21
日(

木)

午
前
10
時
30
分
〜

正
午
、
川
田
公
民
館
／
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
、
利
根
町
振
興
局
大

集
会
室

●
８
月
22
日(

金)

午
後
４
時
〜
５
時

30
分
、
薄
根
公
民
館
／
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
、
白
沢
町
振
興
局
多

目
的
ホ
ー
ル

●
８
月
23
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
／
午
後
４
時
〜
５
時
30
分
、

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
多
目

的
ホ
ー
ル

参
加
対
象
者

沼
田
市
民

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係

1
内
線
３
２
２
２
へ
。

最
近
の
調
査
で
、
若
い
人
た
ち
に

暴
力
や
拘
束
に
よ
る
交
際
が
増
え
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
関
係
は「
イ
イ
関
係
」と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
、
も
う

一
度
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
特

に
高
校
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
の
で
、
友
達
と
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
12
日(

火)

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１
講
義
室

内
容
「
イ
イ
関
係
を
築
く
た
め
に
」

〜
そ
れ
っ
て
愛
？
〜

講
師

城
西
大
学
経
営
学
部
助
教

山
口
理
恵
子
さ
ん

参
加
費

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
県
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
作

業
に
伴
い
、
八
月
二
十
九
日(

金)

、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
や
住

民
票
の
広
域
交
付
、
電
子
証
明
書
の

発
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市
民
係

1
内
線
３
１
２
４
へ
。

道
路
沿
い
の
樹
木
や
生
け
垣
な
ど

の
枝
葉
が
車
道
や
歩
道
に
は
み
出
し

て
い
る
場
所
を
見
掛
け
ま
す
。

民
地
の
樹
木
は
、
所
有
者
が
管
理

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定

期
的
に
ご
自
宅
や
事
業
所
な
ど
の
樹

木
を
点
検
し
、
安
全
な
道
路
を
確
保

す
る
た
め
に
剪
定
や
伐
採
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３
、
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
建
設
係
1
内
線
６
５
、
利

根
町
建
設
上
下
水
道
課
建
設
係
1
内

線
３
１
へ
。

県
で
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で「
農

薬
危
害
防
止
運
動
」を
行
っ
て
い
ま

す
。農

薬
を
使
用
す
る
人
は
、
使
用
基

準
に
定
め
ら
れ
た
適
用
作
物
、
使
用

量
、
使
用
時
期
な
ど
を
よ
く
確
認
し

て
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
薬
務
課

1
０
２
７(

２
２
６)

２
６
６
７
、
ま

た
は
県
庁
技
術
支
援
課
1
０
２
７

(

２
２
６)

３
０
３
８
へ
。
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お
知
ら
せ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
に
か
か
わ
る

懇
談
会
開
催

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
一
時
運
行
休
止

樹
木
管
理
の
お
願
い

農
薬
危
害
防
止
運
動

８月９日（土）
「ね、ぼくのともだちになって」
「わゴムはどのくらいのびるの」

工作　びっくりヘビをつくろう
場所 図書館４階　読書室
時間 午後２時30分

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

かたつむりやアメンボを探
す

のが大好きなりりかちゃん
。自

分で植えたひまわりとどん
ぐり

の成長が楽しみで毎日チェ
ック

します。１歳になった弟の
りん

たろう君をかわいがってあ
げる

優しいお姉さんです。(沼
須町)

大坪梨
り

々
り

花
か

ちゃん（３歳１カ月）



十
月
一
日(

水)

か
ら
免
除
基
準
が

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

全
額
免
除

身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
が
世
帯
構
成

員
で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
場
合

半
額
免
除

視
覚
、
聴
覚
の
障
害
で

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人
、
身
体
障
害
の
あ
る
人
で
等

級
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
人
、
知

的
障
害
の
あ
る
人
で
程
度
が
Ａ
判

定
の
人
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
等
級

が
１
級
の
人(

い
ず
れ
も
世
帯
主

に
限
る)

詳
し
い
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
1
０
５
７(

０
０
７)

７
０
７
７
、
ま
た
は
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
６
８
へ
。

県
教
育
委
員
会
で
は
文
化
庁
の
補

助
を
受
け
て
、
近
代
和
風
建
築
の
所

在
と
重
要
遺
構
の
把
握
を
す
る
た
め

「
群
馬
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
明
治
元(

一
八
六
八)

年

か
ら
昭
和
二
十(

一
九
四
五)

年
ま
で

に
建
設
さ
れ
た
諸
建
築
の
う
ち
、
日

本
の
伝
統
的
様
式
や
技
法
で
建
て
ら

れ
た
木
造
建
築
物
で
、
住
宅
、
旅
館

な
ど
の
ほ
か
、
神
社
、
寺
院
な
ど
の

宗
教
建
築
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
公

共
建
築
を
対
象
に
、
市
教
育
委
員
会

の
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
文

化
財
保
護
係
1

７
５
６
５
へ
。

確
定
消
費
税
額
が
四
十
八
万
円
を

超
え
四
百
万
円
以
下
の
人(

年
一
回

の
中
間
申
告
・
納
付)

は
、
九
月
一

日(

月)

ま
で
に
、
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
利
用
す
る
人
の
振
替

日
は
、
九
月
二
十
六
日(

金)

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
税
務
署
1

�
２
１
３
１
、
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(w

w
w
.nta.jp)

へ
。

県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の
労

働
者
と
事
業
主
の
間
の
労
働
条
件
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル(

個
人
的
労

使
紛
争)

を
解
決
す
る
た
め
の
支
援

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

県
内
事
業
所
の
労
働
者
・
事

業
主

対
象
事
案

解
雇
・
配
置
転
換
な
ど

労
働
条
件
や
労
働
問
題
に
関
す
る

紛
争

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
０

２
７(

２
２
６)

２
７
８
３
へ
。

と
き

８
月
19
日(

火)

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

人
形
劇
・
大
型
絵
本「
し
ら

さ
わ
赤
り
ん
ご
お
は
な
し
会
」

対
象

乳
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

参
加
費

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

責
任
技
術
者
の
資
格
認
定
共
通
試

験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

下
水
道
排
水
設
備
工
事

な
ど
の
設
計
、
ま
た
は
施
工
の
実

務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
人

と
き

10
月
26
日(

日)

午
前
９
時
40

分
〜
正
午

と
こ
ろ

高
崎
経
済
大
学(

高
崎
市

上
並
榎
町)

受
験
料

八
千
五
百
円

申
込
用
紙
の
配
布

８
月
１
日(

金)

〜
８
月
22
日(

金)

申
し
込
み

８
月
１
日(

金)

〜
８

月
29
日(

金)

※
申
込
書
の
配
布
や
受
付
窓
口
は
、

上
下
水
道
課
下
水
道
係
1

８

８
１
１
、
ま
た
は
白
沢
町
・
利
根

町
建
設
上
下
水
道
課
へ

15

8月4.11.18.25.29日／
9月1.8.15.22.23.26.29日

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

９月の巡回移動図書の日程

障
害
の
あ
る
人
の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
免
除
基
準
」が
変
更

税
務
署
よ
り
お
知
ら
せ

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
ひ
ろ
ば

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
共
通
試
験
を
実
施

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル
を
調
整

県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
を
実
施

９月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校24日（水）

19日
（金）

18日
（木）

17日
（水）

11日
（木）

10日
（水）

９日
（火）

４日
（木）

５日
（金）

３日
（水）



と
き

９
月
13
日(
土)
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分(

受
け
付
け
は
１

時
〜)

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

演
題
「
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
の
す
す
め

〜
我
慢
と
忍
耐
の
禁
煙
に
さ
よ
う

な
ら
〜
」

講
師

リ
セ
ッ
ト
禁
煙
研
究
会
医
師

磯
村
毅
さ
ん

参
加
費

無
料(

申
し
込
み
不
要)

主
催

市
保
健
推
進
員
会

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
へ
。

文
化
の
振
興
と
触
れ
合
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
十
一
月

市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
団

体
・
サ
ー
ク
ル
の
文
化
活
動
の
成
果

を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
第
32
回
県
民
芸
術
祭
協
賛

第
55
回
沼
田
市
文
化
祭

と
き

11
月
１
日(

土)

〜
３
日(

月)

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
４
階
、

中
央
公
民
館
ほ
か

申
し
込
み

８
月
15
日(

金)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ(

文

化
協
会
加
入
団
体
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
４
へ
。

と
き

８
月
23
日(

土)

午
前
８
時
30

分
市
役
所
集
合

内
容

玉
原
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら

外
国
の
人
と
の
交
流
を
深
め
ま
す

参
加
費

会
員
／
外
国
人
千
二
百
円

一
般
千
五
百
円
／
子
供
700
円(

小

学
生
以
下)

定
員

50
人(

先
着
順)

申
し
込
み

８
月
15
日(

金)
ま
で
に

代
金
を
添
え
て
事
務
局
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局(

企
画
課
内)

1
内
線
３
２

２
４
へ
。

と
き

10
月
３
日
か
ら
11
月
７
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日(

全
６
回)

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容

体
と
脳
を
鍛
え
る
教
室

申
し
込
み

９
月
12
日(

金)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
２
へ
。

と
き

８
月
24
日(

日)

午
前
10
時

と
こ
ろ

利
根
老
神
多
目
的
広
場

内
容

み
こ
し
渡
御
・
老
神
温
泉
納

涼
花
火
大
会
・
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
観
光
協

会
事
務
局(

利
根
町
商
工
観
光
課
内)

1

２
１
１
１
へ
。

と
き

８
月
20
日(

水)

午
後
７
時

と
こ
ろ

禅
定
院(

白
沢
町
尾
合
964)

内
容

ふ
る
さ
と
文
学
賞
入
賞
作
品

の
朗
読
、
大
正
琴
の
演
奏
、
お
は

な
し
会
に
よ
る
朗
読
劇

入
場
料

無
料

※
参
道
か
ら
会
場
ま
で
は
、
し
ら
さ

わ
エ
コ
キ
ッ
ズ
制
作
の
灯
明
が
導

い
て
く
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
教
育
支

所
1

２
２
９
１
へ
。

と
き

９
月
27
日(

土)

午
後
１
時
〜

５
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

内
容

が
ん
に
関
す
る
医
療
講
演
と

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
君
原
健
二
さ

ん(

メ
キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト)

の
特
別
講
演

詳
し
い
こ
と
は
、
国
立
病
院
機
構

沼
田
病
院
1

０
８
５
９
へ
。

と
き

８
月
23
日(

土)

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

利
根
中
央
病
院
研
修
棟
１

階
講
堂

演
題
「
が
ん
治
療
の
医
療
費
に
つ

い
て
」

講
師

利
根
中
央
病
院
医
事
課
長

金
子
林
一
郎
さ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
中
央
病
院

医
事
課
1

４
３
２
１
へ
。

秋
コ
ー
ス

と
き

９
月
４
日(

木)

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
／
10
月
22
日(

水)

午
後

７
時
〜
８
時
30
分
／
11
月
５
日

(

水)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

健
康
課
保
健
係
へ

利
根
コ
ー
ス

と
き

９
月
３
日(

水)

／
10
月
８
日

16

広報ぬまた 平成20年８月１日

お
知
ら
せ

健
康
講
演
会
開
催

募
　
　
集

運
動
教
室「
レ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」参
加
者
募
集

「
玉
原
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」を
開
催

第
６
回
と
ね
ふ
る
さ
と
風
の
ま
つ
り

ふ
る
さ
と
夕
涼
み
会
開
催

公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ

第
７
回
市
民
公
開
講
座

文
化
祭
で
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
シ
ニ
ア
健
脳
教
室
」を
開
催

���
���

月　 乳児の消化不良
火　 歯のはえかわり時期の注意
水　 生理痛の知識
木　 胃下垂
金　 さかさまつげ
土･日 食中毒の最近の特徴

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
21日(木)歯科です。午後７時30分から9時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�



(

水)

／
11
月
６
日(

木)

／
12
月
５

日(

金)

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８

時
30
分

申
し
込
み

利
根
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
開
始

８
月
６
日(

水)

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
、
ま
た
は
利
根

町
市
民
課
1
内
線
４
２
へ
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

地
域
の
活
性
化
や

課
題
解
決
を
目
的
に
、
新
た
に
取

り
組
む
事
業
や
既
存
の
活
動
を
拡

充
す
る
事
業
で
、
市
民
の
自
発
的

な
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
公
益

性
の
あ
る
事
業

募
集
期
間

９
月
末
日
ま
で
に
企
画

課
政
策
調
整
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
２
４
へ
。

来
年
一
月
の
成
人
式
開
催
に
あ
た

り
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
式

典
当
日
ま
で
に
五
回
程
度
の
実
行
委

員
会
を
開
催
し
、
成
人
式
の
実
施
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

実
行
委
員
会
は
、
平
日
の
午
後
七

時
ご
ろ
よ
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

対
象
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る

人

申
し
込
み

８
月
22
日(

金)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
３
へ
。

対
象
者

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

人
で
、
技
能
習
得
の
意
欲
の
あ
る

人(

年
齢
制
限
な
し)

訓
練
科

テ
ク
ニ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
科
、
生
産
経
営
実
務
科
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
情
報
シ
ス
テ
ム
科
ほ
か

訓
練
期
間

６
カ
月（
10
月
〜
３
月
）

と
こ
ろ

群
馬
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー(

高
崎
市
山
名
町)

定
員

15
〜
20
人(

訓
練
科
に
よ
り

異
な
る)

費
用

無
料(

教
科
書
代
は
受
講
者

負
担)

申
し
込
み

８
月
１
日(

金)

か
ら
27

日(
水)

ま
で
に
居
住
地
を
管
轄
す

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク(

公
共
職
業
安

定
所)
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
訓

練
課
1
０
２
７(
３
４
７)

３
７
３
６

へ
。

《
木
目
込
み
人
形
教
室
》

と
き

９
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

定
員

10
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

対
象
者

市
内
在
住
で
全
日
程
に
参

加
可
能
な
人(

年
齢
制
限
な
し)

教
材
費

５
千
円(

使
用
料
は
別
途)

《
パ
ソ
コ
ン
教
室
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
》

と
き

８
月
26
日(

火)

〜
29
日(

金)

（
全
４
回)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室

定
員

12
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

対
象
者

市
内
在
住
60
歳
以
上
で

全
日
程
に
参
加
可
能
な
人
、
エ
ク

セ
ル
の
使
用
が
初
め
て
の
人(

初

心
者
教
室
、
ワ
ー
ド
発
展
コ
ー
ス

受
講
済
み
の
人
も
申
し
込
み
可)

内
容

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識
・
数

式
を
使
っ
た
表
と
グ
ラ
フ
の
作
成

※
各
教
室
と
も
、
受
講
料
は
無
料(

使

用
料
は
別
途)

、
申
し
込
み
は
８

月
１
日(

金)

〜
17
日(

日)(

休
館
日

は
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

３
４
９
７
へ
。

と
き

８
月
24
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

各
消
防
署
で
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署

1

１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２

３
０
０
、西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。

内
容

地
球
環
境
問
題
か
ら
考
え
る

や
さ
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
入
門

講
師

群
馬
大
学
工
学
部
長

室
田
恭
之
さ
ん

と
き

９
月
13
日
か
ら
10
月
18
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
〜

８
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局

対
象
者

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
人(

学
生
や
親
子
で
の
参
加

も
可)

受
講
料

無
料

定
員

先
着
50
人

申
し
込
み

９
月
５
日(

金)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
教
育
事
務

所
1

０
１
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

０

１
８
０
、
Ｅ
メ
ー
ル(irisa

w
a
-

hi@
pref.gunm

a.jp)

へ
。

17 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

追
加
募
集

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

職
業
訓
練
生
募
集

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
種
教
養
教
室
受
講
者
を
募
集

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」大
学
出
前
講
座

野球が上手な、きよとくん。
パパの野球の試合を見に行った
り、一緒にキャッチボールをす
るのが大好きです。パパの仕事
に遊びに行って、大好きなショ
ベルカーやユニックに乗せても
らって大喜びでした。(高橋場町)

鈴木　聖
きよ

人
と

くん（２歳８カ月）



と
き

９
月
17
日(
水)
〜
18
日(

木)

１
泊
２
日

と
こ
ろ

老
神
温
泉

対
象
者

市
内
在
住
で
年
齢
が
満
70

歳(

８
月
１
日
現
在)

以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
人(

白
沢
町
・
利
根
町

の
人
は
、
後
日
、
別
に
募
集)

定
員

180
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

参
加
費

二
千
円(

当
日
集
金)

申
し
込
み

８
月
18
日(

月)

ま
で
に

各
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
ま

た
は
民
生
児
童
委
員
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
５
へ
。

と
き

９
月
20
日(

土)

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
活
動
に

つ
い
て
の
講
演
、
活
動
事
例
発
表

演
題
「
新
し
い
自
分
づ
く
り
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」

講
師

県
立
女
子
大
学
教
授

安
保
博
史
さ
ん

対
象
者

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

定
員

50
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

住
所
・
氏
名(

ふ
り
が

な)

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
８
月
22
日(

金)

ま

で
に
〒
371
０
８
４
３
前
橋
市
新
前

橋
町
13
―

12

県
長
寿
社
会
づ

く
り
財
団
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
財
団
1
０
２

７(

２
５
５)
６
５
１
１
へ
。

対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

母
、
寡
婦

【
高
崎
会
場
】

と
き

９
月
21
日
か
ら
11
月
９
日

ま
で
の
日
曜
日(

全
８
回)

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

中
央
総
合
学
院(

高
崎
市

栄
町)

【
前
橋
会
場
】

と
き

10
月
12
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
の
日
曜
日(

全
８
回)

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

中
央
総
合
学
院(

前
橋
市

古
市
町)

定
員

各
会
場
20
人(

定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

受
講
料

四
千
二
百
円(

テ
キ
ス
ト

代)

申
込
期
限

９
月
10
日(

水)

必
着

※
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
会
場
名
と

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・「
母
子
家
庭
の
母

・
寡
婦
」の
別
を
記
入
の
上
、
〒

371
０
８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
町

13
‐
12

県
母
子
寡
婦
福
祉
協

議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
事
務
局
1

０
２
７(

２
５
５)
６
６
３
６
へ
。

と
き

10
月
23
日(

木)

と
こ
ろ

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ

参
加
資
格

市
内
在
住
で
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
　

申
し
込
み

８
月
14
日(

木)

ま
で
に

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
５
５
へ
。

と
き

９
月
８
日(

月)

午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

児
童
・
生
徒
の
福
祉
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
た
め
講
座
と
実
技(

車

椅
子
の
介
助
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
オ

ー
ク
体
験
・
シ
ニ
ア
体
験)

受
講
料

無
料

定
員

30
人

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み

８
月
25
日(

月)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

と
き

９
月
30
日(

火)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
保

健
福
祉
事
務
所
２
階

対
象
者

18
歳
未
満
の
人

実
施
内
容

▼
子
ど
も
の
非
行
・
家
庭
で
の
養

育
や
し
つ
け
・
言
葉
や
発
達
の

遅
れ
、
性
格
な
ど
の
相
談

▼
療
育
手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
判
定
や
診

断
申
し
込
み

９
月
５
日(

金)

ま
で
に

社
会
福
祉
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

へ詳
し
い
こ
と
は
、
同
相
談
室
1
内

線
７
７
２
０
１
へ
。

18

広報ぬまた 平成20年８月１日

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー「
初
中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
」開
催

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
百
人
一
首
参
加
者
募
集

福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

シ
ニ
ア
の
た
め
の

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
参
加
者
募
集

募
　
　
集

中
央
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談

相
　
　
談

ふれあい福祉センター

９月の休館日
1．8．15．22．29日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき 8月8日(金)・9月11日(木)

午前10時～11時30分
内容 血圧測定・握力測定
ところ ふれあい福祉センター

カラー印刷・自費出版・チラシ・パンフレット他

印刷のことならご相談下さい

有限会社 利根印刷所
323-0131番㈹/524-1854
055050-3539-1855 e-mail:p-tone@po.wind.ne.jp
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健係1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

市 民 献 血

に こ に こ 健 康 相 談

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

９月17日(水)

９月５日(金)
９月５日(金)

９月８日(月)

９月８日(月)

８月18日(月)
８月24日(日)
９月１日(月)
９月８日(月)

午後0時45分～１時45分

午前９時30分～10時30分
午後２時～２時30分

午前10時～正午
午後1時～3時30分
午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後０時45分～１時
（予約制）

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

１歳６カ月児
３ 歳 児
こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児
３ 歳 児
エンゼルクラブ
わんぱくクラブ
２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

16歳～69歳(65歳以上の人は、60歳～64
歳の間に献血経験がある人に限ります)

保健ガイド ９月

とき 8月4日･11日･18日･25日、9月1日･8日･16日･22日･29
日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター３階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線７７２０１

とき 8月14日･21日、9月4日･18日の木曜日／午前9時30分～
正午、午後1時～4時(午前8時30分から市役所市民ホールで番
号札による受け付けを行います)

ところ 市役所市民相談室

とき 8月5日･12日･19日･26日の火曜日／午前９時～午後４時
ところ 中央公民館学習相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30分～午後５時
ところ 青少年育成相談センター(中央公民館２階事務室隣)、電
話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 毎週火曜日(８月５日を除く)／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき ８月20日(水)、９月17日(水)午後1時30分～4時／あらか
じめ電話で予約を受け付けています。社会福祉協議会1○22１
９９０へ

※沼田市民に限ります
ところ 市保健福祉センター３階相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権･行政相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(友達・学校・家庭のことなど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

健
康
診
査

育児相談

健康
診査

育児
相談

平成19年２月・３月生まれ
平成17年７月・８月生まれ
乳幼児と保護者
平成18年７月・８月・９月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

妊娠届出書を持参してください

９月24日(水)
９月２日(火)
９月30日(火)
９月18日(木)
９月３日(水)
９月12日(金)
９月26日(金)
９月26日(金)

平成20年 5 月 1 日～ 5 月21日生まれ
平成19年11月 2 日～11月24日生まれ
平成19年11月25日～12月20日生まれ
平成19年 2 月17日～ 3 月13日生まれ
平成17年 5 月17日～ 6 月 8 日生まれ
乳児(1歳未満)
幼児と保護者
平成18年８月・９月生まれ

初めて出産を迎える妊婦が対象



森
林(

も
り)

の
館
で
企
画
展

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料(特別徴収)
後期高齢者医療保険料(普通徴収)
介 護 保 険 料
国 民 年 金 保 険 料

２　期
５　期
３　期
１　期
３　期
７月分

納期限　９月１日(月)

今月の納税など
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ぬ
ま
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／
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市
役
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７
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内
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０
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０
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８

２
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5
０
２
７
８

５
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７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
に
あ
る「
森

林
の
館
」で
、
夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ

た
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

種
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
木
工
工
作
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
中
で
も「
カ
ブ
ト
ム

シ
展
示
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、
市
内
の
里

山
な
ど
で
と
れ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク

ワ
ガ
タ
数
十
匹
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
期
間
は
八
月

い
っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○23

○24

川田城跡（下川田町内宿）－市指定重要文化財－

成虫だけでなく、幼虫やさなぎ(写真左上)の様子
なども見ることができます。

三浦系沼田氏の初代景
かげ

泰
やす

が宝
ほう

治
じ

元(1247)年に井土上町の和田に館を築いてより、13代の朝
とも

憲
のり

まで沼田

氏は300年以上当地の支配者としてその歴史を重ねている。その間、子弟たちを分家させ領地の拡大と強

化を行い、一族の繁栄と存続を図っている。川田城もその一つで６代目景
かげ

久
ひさ

の４男四
し

郎
ろう

景
かげ

信
のぶ

が築いたとい

われる。利根川から子持山への段丘、崖端に東西100ｍ、最大幅75ｍの五角形の本丸、その北、東、南に

壕をめぐらし帯
おび

曲
ぐる

輪
わ

を構えた特異な構造で、北は遷
せん

流
りゅう

寺
じ

、東は薬師堂に至る広い城域を持つ城であった。

川田氏が信
のぶ

光
みつ

、信
のぶ

清
きよ

、光
みつ

清
きよ

、光
みつ

行
ゆき

と続き、その後真田氏の時代には山
やま

名
な

信濃
しなのの

守
かみ

義
よし

季
すえ

、その子主
もん

水
ど

など居城

するも戦乱が続き城は荒廃した。真田氏の戦記を｢加沢記｣として残した加
か

沢
ざわ

平
へい

次
じ

左
ざ

衛
え

門
もん

は後に川田城跡の

一隅に移り住み、薬師堂の裏には｢覚誉皈本居士｣と刻んだ墓がある。(沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

人のうごき
平成20年6月30日現在(住民基本台帳による)

（ ）内は前月比

人口：54,213人(+3人) 男：26,298人(-2人)

女：27,915人(+5人) 世帯：19,925(+15)

熱
い
夏

今
月
八
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
中
国
の
北
京
市
で
開
幕
し
ま

す
。
二
十
八
の
競
技
で
約
三
百

種
目
が
行
わ
れ
、
二
百
を
超
え

る
国
と
地
域
が
参
加
す
る
そ
う

で
す
。
世
界
一
を
決
め
る
熱
い

戦
い
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

本
市
で
も
十
日
の
水
泳
を
皮

切
り
に
市
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
昨
年
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
今
年
も
各
競
技
の

熱
戦
を
た
く
さ
ん
取
材
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
市
民
体
育
大
会
、
今
年
の
夏

は
熱
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。
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